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2012年3月期 決算説明会

２０１２年５月１８日
蛇の目ミシン工業株式会社



2

2012年3月期 連結決算概要



3

歴史的な円高水準という逆風
東日本大震災後の部品供給網の乱れ
電力供給規制等による国内生産活動の低下

2012年3月期 連結決算の要点

経営環境

施策展開

高級ミシン MC12000の海外市場投入

新興国市場開拓の一環の南米統括事務所設置
産業機器販売拡大に向けた中国拠点設立
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ミシン、産業機器製品の販売台数は史上 高を記録
【ミシン：190万台（前期比14万台増）、産機製品：4千台（前期比1千台増）】

売上高、営業利益、経常利益は前期比増収・増益

当期純利益は前期比大幅減

✓特別損失の計上
事業再編損 ７５０（百万円）

退職給付制度終了損 ２４０（百万円）

✓実効税率変更に伴う繰延税金資産の取り崩し
法人税等調整額 ２１０（百万円）
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業績概要
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５.９％営業利益率
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８５.７１為替レート
（円/US$）
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（百万円）
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営業利益の増減要因

11/3期

２,１１５ ２,３３１

12/3期

台数増加等
売上増に

よる
原価低減 経費節減

９６５ １６０ △２７０１５０

台湾元高に
よる原価率

上昇

２１６百万円の増益

（百万円）

機種構成の
変化

△３９０

円高による
粗利減

△４００
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事業セグメント別業績
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売上高
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売上高

営業利益

売上高

営業利益

売上高

営業利益

３,５２６
５６

３,０４７
△ １１６

２９,１７２
１,３９９

10年3月期

６３８

１１８

２９,６２０
１,７９４

２８,９８２
１,６７６家庭用機器

△２９

△２２
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１００

増減
（前期比）

２,８５７
２７

４,５６２
５４４

12年3月期

２,８８６
４９

その他

４,２２５
４４４

産業機器

11年3月期

（百万円）

※営業利益合計数字にはセグメント間取引消去を反映
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セグメント別売上高・営業利益【家庭用機器】

10/3期 11/3期 12/3期
0

10,000

20,000

30,000

10/3期 11/3期 12/3期

１４１５１７24風呂、整水器

６６６５７２国内ミシン

２１６２０９２０２海外ミシン

（百万円）

＊売上高明細（億円）

△１.０△１.０△０.７24風呂、整水器

１８.９１７.７１４.７ミシン関連

＊営業利益明細（億円）

28,98229,172 29,620

1,399

1,676
1,794売上高 営業利益

【海外ミシン販売】

積極的な販売展開で、新興国市場を中心に販売台数増加

円高の中、売上高、営業利益は新機種の発売等により増加

【国内ミシン販売】

国内市場は震災以降、消費者の節約意識の高まりが影響
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単位：万台

１９０

11年3月期10年3月期 12年3月期

海外 国内

09年3月期08年3月期07年3月期

１７６１７４１７２１７９１７７

ミシン販売台数推移
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セグメント別売上高・営業利益【産業機器】

10/3期 11/3期 12/3期
0

1,000

2,000

3,000

4,000

10/3期 11/3期 12/3期

３５４その他

１７１７１１ダイカスト事業

２５２０１５ロボット・プレス

（百万円）

＊売上高明細（億円） ＊営業利益明細（億円）

３,０４７

４,２２５
４,５６２

△１１６

４４４

５４４
営業利益売上高

【卓上型ロボット・エレクトロプレス販売】

中国や韓国等のアジア市場を中心に好調に推移

【ダイカスト事業】

震災やタイの洪水による影響で、自動車関連を

始めとする国内企業の生産調整等により減益

△０.１０.２０.０その他

１.３１.８△１.４ダイカスト事業

４.２２.４０.２ロボット・プレス
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４,０００２,９００１,８００１,９００２,４００２,２００

ロボット・エレクトロプレス販売台数推移
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貸借対照表（連結）

５３５５,７７７５,２４２その他

純資産の部
－１１,３７２１１,３７２資本金

負債の部
８９３１７,８３０１６,９３７流動負債

△１,０５４１６,９８２１８,０３６固定負債

△１６１３４,８１２３４,９７３負債合計

２０４△２,２９４△２,４９９利益剰余金・自己株式

５７８４９,６６８４９,０９０資産合計

７３９１４,８５５１４,１１６純資産合計

△６０５２９,０９９２９,７０４固定資産

４９,０９０

１９,３８５

2011年3月期
期末

５７８４９,６６８負債・純資産合計

１,１８３２０,５６８流動資産
資産の部

増減
2012年3月期

期末

（百万円）
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キャッシュフロー（連結）
（百万円）

２２５△ ９３退職給付引当金増減額
△ ７０９２１６売上債権の増減

９５０９２６減価償却費

△ １,３１４△ ８４たな卸資産の増減
７２９１５４仕入債務の増減

△ ２０△ ２２その他

財務活動によるキャッシュフロー
△ ８４７△ １,８５６有利子負債の増減

投資活動によるキャッシュフロー
１１１１８５有形固定資産の売却

△ ９５９△ ９７５その他

△ ８４７△ ７８９投資活動によるキャッシュフロー

８２０２,７１０営業活動によるキャッシュフロー

△ ８６８△ １,８７８財務活動によるキャッシュフロー

△ ８８２２０その他

６,７９２

１,３７１

2011年3月期

５,８８５現金及び現金同等物の期末残高

１,０２７税金等調整前当期純利益
営業活動によるキャッシュフロー

2012年3月期
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2013年3月期 通期業績見込み
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2013年3月期 通期見込みの要点

欧州債務問題が解決せず、欧米を中心に景気低迷の

長期化を懸念

超円高水準の定着など、引き続き厳しい事業環境を想定

ミシンの低価格化、産業機器製品の価格競争が激化

将来の安定した収益基盤構築に向けた製品販売台数の
大幅な増加、市場シェアの拡大

徹底した製造コスト削減による価格競争力の強化

付加価値の高い製品の販売強化

経営環境

施策展開
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△２.０６

６１６

０.５P減
△７８

０.１P減
６９

１,９６０

増減
（前期比）

７７.００

８００

５.１％
２,０００

６.２％
２,４００

３９,０００

13年3月期
計画

１８４当期純利益

５.６％経常利益率

２,０７８経常利益

６.３％営業利益率

２,３３１営業利益

７９.０６為替レート
（円/US$）

３７,０４０売上高

12年3月期
実績

（百万円）

通期業績見込み（連結）
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事業セグメント別業績見込み

１,９６０
６９

３９,０００
２,４００

３７,０４０
２,３３１

売上高

営業利益
合計

売上高

営業利益

売上高

営業利益

売上高

営業利益

９８０

２６

３０,６００
１,８２０

２９,６２０
１,７９４家庭用機器

２４３

３

７３８

５６

増減
（前期比）

３,１００
３０

５,３００
６００

13年3月期

２,８５７
２７

その他

４,５６２
５４４

産業機器

12年3月期

（百万円）

※営業利益合計数字にはセグメント間取引消去を反映
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中期経営計画 進捗状況①

３.２%

１,２００

４.９%

１,８００

３７,０００

中計

５.６%

２,０７８

６.３%

２,３３１

３７,０４０

実績

４.７%

１,８００

５.８%

２,２００

３８,０００

中計

12/3期 13/3期11/3期

７.６%

３,２００

８.３%

３,５００

４２,０００

中計

５.１%４.４%経常利益率

２,０００１,５９２経常利益

６.２%５.９%営業利益率

２,４００２,１１５営業利益

３９,０００３６,０９４売上高

計画実績

（百万円）【損益】

２２０２３０１９０２００１７６１８０ミシン

５,４００５,４００４,０００４,０００２,９００２,９００
ロボット、
エレクトロプレス

【台数】 ミシン：（万台） ロボット・プレス：（台）
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中期経営計画 進捗状況②

２.２

１４.５

４.２

２８.９

１４,３４８

２.０

７.２

１.３

１８,４５３

実績

１.８

１２.５

３.８

３０.４

１４,４００

５.４

５.６

１.１

１６,６００

中計

12/3期 13/3期11/3期

１.７

１９.８

６.７

３４.７

１６,１００

５.６

４.４

０.９

１５,７００

中計

２.１１.８(月）たな卸資産回転期間

１３.２１１.７（％）ROE（自己資本経常利益率）

４.１３.２（％）ROA（総資本経常利益率）

３０.８２７.７（％）自己資本比率

１５,１５０１３,６０２(百万円）自己資本

５.７６.５(倍）ｲﾝﾀﾚｽﾄｶﾊﾞﾚｯｼﾞﾚｼｵ

５.９６.５(年）債務償還年数

１.２１.４(倍）D/Eレシオ

１７,７００１９,１５９(百万円）有利子負債

計画実績

（※）

（※）有利子負債／EBITDA
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【家庭用機器事業】

【海外市場】
新興国市場での更なる販売拡大へ向けた戦略機種の投入

昨年10月に発売した 高機種MC12000の拡販

キルト市場向け機種、刺しゅう専用機等の新機種の市場投入

エルナブランド再構築へ向けた新機種（エルナ ロータス）投入

【国内市場】

国内市場でのトップシェア奪回を目指す

販売形態の多様化（路面代理店、手芸量販店、ネット・通販他）に

対応した製品ラインアップの充実による販売拡大

ＪＦＣ（ジャノメ・ファミリー・クラブ）の拡大・充実によるディーラーとの

協力関係強化

○家庭用ミシンのトップ・メーカーを目指して
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【産業機器事業】

中国を始めとするアジア市場における更なる販売拡大

中国市場におけるサービス・販売拠点として昨年設立した

JIE-上海の拡充

エレクトロプレスJP-Sシリーズのラインアップ拡充による

販売強化

廉価版を含む卓上ロボットの製品ラインアップ拡充による

更なる販売拡大

○家庭用機器事業に次ぐ二本目の柱を目指して
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本資料で記述されている計画・予測等は、当社が現時点で入手可能な情報から得られた判断に
基づいておりますが、潜在的なリスクや不確実性を含んでおります。
そのため、実際の業績は、様々な要因により記述されている計画・予測等とは、大きく異なる
結果となる可能性があることをご承知おきください。
なお、実際の業績に影響を与え得る重要な要因には、当社の事業を取り巻く経済環境、市場動向、
為替レートの変動等が含まれます。

蛇の目ミシン工業株式会社

本日は誠にありがとうございました。


